































らの距離変化 (空間方向 )に対してどの様に変化するかの知見 を､二次元
画像計測システムにて､ 1回の測定で同時に表現することを目的としたも
のである｡後者の空間方向変化の知見は､オフ●トエレクトロニクス用の材
料物性としての重要性から､近来益々必要とされている｡
測定系の相成は､受光部として¢-0.30mの光ファイバー3360
本を14.4×21.On皿2 の枠内にうめこみ､検出部にシリコンフォト
ダイオー･ドアレイ､取り込み部には高速12bitA/D変換器から成り､
回路制御部にプログラマブルパルスジェネレータを用い､データはRAM
ボードに一時的に保存して処理を行うこととしている｡
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